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編集方針
　本レポートでは、電通および国内外のグループ会社が取り組むＣＳＲ活動を中心に誠実にお伝えすることを
目的に、分かりやすい表現と視認性を重視して制作しました。
　レポート全体の企画・編集作業を社内で実施するとともに、原稿についてはグループ内各部署の担当者が活
動を振り返り、個々の施策に込めた思いをお伝えすべく、自ら執筆しています。サステナブルな社会の実現に向
けた、電通グループの取り組みへのご理解をいただければと思います。
　本レポートは、単なる情報開示の資料としてだけでなく、電通グループのＣＳＲ活動の改善や向上を図るため
の重要なツールとして位置づけています。
　お気づきになられた点や、ご意見などがありましたら、ご遠慮なくお問い合わせください。

GRI（Global Reporting Initiative）「サステナビリティーリポーティング・ガイドライン

第3.1版（G3.1）」、国連グローバル・コンパクト、国際標準化機構：ＩＳＯ26000

2014年度（2014年4月1日～2015年3月31日）の活動を中心に、

一部それ以前からの取り組みや直近の活動報告も含んでいます。

株式会社 電通および国内外のグループ会社

2015年8月（次回予定：2016年6月） 

株式会社 電通 法務マネジメント局CSR推進部

TEL：03-6216-8718　FAX：03-6217-5709　

e-mail: dentsucsr@dentsu.co.jp

参考にしたガイドライン

対象期間

対象組織

発行時期

お問い合わせ先

サスティナビリティーレポート制作のPDCAサイクルとその活用

ステークホルダーとのコミュニケーション（ダイアログ、アンケートなどのフィードバック）

日常の CSR 活動

コミュニケーション・ツールとして活用

情報収集
活動の再確認

改善点の反映
活動の再確認 

制作方針の
立案

各部門への
ヒアリング

サスティナビリティー
レポート発行

CSR 活動
体系の見直し

次年度の
制作方針立案

各部門への
フィードバック

2014年度も武蔵野大学環境学部
との意見交換会を実施しました。


